
私
の
四
十
数
年
前
の
小
説
、
「
埋
葬
」
「
雪
」
を
結

合
し
全
面
改
稿
し
た
リ
メ
イ
ク
「
新
雪
国
幻
想
」
の
執

筆
に
際
し
て
、
鈴
木
牧
之
著
「
北
越
雪
譜
」
の
現
代
口

語
訳
本
を
再
読
し
た
。
塩
沢
生
ま
れ
の
鈴
木
牧
之
に
は
、

他
に
も
著
作
が
あ
る
。
秋
山
郷(

長
野
県
下
水
内
郡
栄
村)

の
紀
行
文
「
秋
山
紀
行
」

「
小
説
広
大
寺
躍
」

お
ど
り

「
塩
冶
判
官
一
代
記
」
等
、
何
れ
も
口
語
訳
本
が
今
で

え
ん
や
は
ん
が
ん

も
一
般
に
読
ま
れ
て
い
る
と
い
う
。
鈴
木
牧
之
は
、
江
戸

時
代
の
随
想
録
、
紀
行
文
作
家
と
し
て
著
名
で
あ
る
。

鈴
木
牧
之
と
親
交
が
あ
っ
た
と
い
う
、
十
返
舎
一
九

の
弥
次
さ
ん
・
喜
多
さ
ん
の
お
伊
勢
参
り
の
戯
作
に
、

「
東
海
道
中
膝
栗
毛
」
が
あ
る
。
当
時
の
代
表
的
な
庶
民

と
う
か
い
ど
う
ち
ゅ
う
ひ
ざ
く
り
げ

の
紀
行
文
で
あ
る
。
十
返
舎
一
九
は
、
原
稿
料
だ
け
で

生
活
で
き
た
日
本
最
初
の
職
業
作
家
と
い
わ
れ
て
い
る
。

安
藤
広
重
の
「
東
海
道
五
拾
三
次
」
五
十
五
枚
の
浮
世
絵

は
、
木
版
画
で
描
い
た
精
緻
な
素
晴
し
い
旅
本
で
あ
る
。

紀
行
文
古
典
は
幾
つ
も
あ
る
。
ご
存
知
、
松
尾
芭
蕉
の

「
奥
の
細
道
」
「
野
ざ
ら
し
紀
行(

甲
子
吟
行)

」
「
笈
の

お
い

小
文
」
「
更
級
紀
行
」
ま
た
然
り
で
あ
る
。
他
に
も
、

「
伊
勢
物
語
」
「
十
六
夜
日
記
」
「
海
道
記
」
「
東
関
日

記
」
、
外
国
人
も
の
で
ケ
ン
ペ
ル
「
江
戸
参
府
旅
行
日
記
」

シ
ー
ボ
ル
ト
「
江
戸
参
府
紀
行
」
が
あ
る
。

今
の
紀
行
文
作
者
も
結
構
い
る
。
私
の
通
っ
て
い
る
ス

ポ
ー
ツ
倶
楽
部
に
、
平
成
十
四
年
、
紀
行
文
を
自
費
出
版

し
た
Ｏ
Ｎ
さ
ん
が
い
る
。
拙
著
「
奇
妙
な
喫
茶
店
」
と
交

換
に
一
冊
戴
い
た
。
Ｂ
５
版
の
百
八
十
頁
余
り
の
本
を

読
ん
で
み
た
が
と
て
も
感
激
し
た
。
Ｏ
Ｎ
さ
ん
は
、
何

と
定
年
後
に
五
街
道
を
一
人
で
歩
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

奥
付
け
著
者
略
歴
、
昭
和
十
年(

一
九
三
五)

生
ま
れ
と

あ
る
か
ら
、
本
人
は
古
希
に
な
ろ
う
か
と
い
う
人
で
あ

る
。
東
証
一
部
上
場
企
業
の
元
役
員
だ
っ
た
人
で
、
今

は
地
域
の
生
涯
学
習
の
指
導
者
で
も
あ
る
。
Ｏ
Ｎ
さ
ん

と
は
現
在
プ
ー
ル
で
一
緒
に
泳
ぐ
仲
間
同
士
で
あ
る
。

欧
州
の
広
場
の
文
化
に
対
し
て
、
日
本
は
街
道
つ
ま
り

道
の
文
化
と
い
わ
れ
て
い
る
。
道
は
地
域
を
繋
ぎ
、
時
を

繋
ぎ
、
人
を
繋
い
で
き
た
。
こ
う
し
た
昔
の
街
道
が
、
近

代
高
速
交
通
網
に
よ
り
寸
断
さ
れ
、
保
存
さ
れ
ず
に
無
く

な
っ
て
し
ま
う
の
を
憂
い
て
、
道
の
文
化
を
記
録
に
止
め

て
残
し
た
い
と
い
う
思
い
が
、
Ｏ
Ｎ
さ
ん
の
動
機
だ
っ
た

よ
う
だ
。
も
ち
ろ
ん
、
歩
い
た
の
は
六
十
歳
代
の
頃
と

思
わ
れ
る
が
、
四
年
間
掛
け
て
五
街
道
を
一
人
で
踏
破

し
て
い
る
。
踏
破
と
い
う
と
、
し
ゃ
に
む
に
歩
い
た
と

い
う
印
象
が
強
い
が
、
決
し
て
そ
う
で
は
な
い
。

Ｏ
Ｎ
さ
ん
の
本
に
寄
れ
ば
、
昔
の
五
街
道
つ
ま
り
、

東
海
道
、
中
山
道(

木
曾
街
道
と
も
称
し
た)

、
甲
州
道

中
、
日
光
道
中
、
奥
州
道
中
で
あ
る
。
初
代
将
軍
の
徳

川
家
康
は
、
慶
長
八
年(

一
六
〇
三
年)

に
江
戸
城
下
の

区
画
整
理
と
併
せ
て
、
日
本
橋
起
点
の
五
街
道
を
幹
線

道
路
と
し
て
整
備
し
幕
府
直
轄
と
し
た
。

東
海
道
・
・
・
品
川
～
大
津

五
十
三
次

中
山
道
・
・
・
板
橋
～
守
山

六
十
七
次

(

大
津
、
草
津
を
加
え
六
十
九
次
と
す
る
説
も
あ
り)

甲
州
道
中
・
・
内
藤
新
宿
～
上
諏
訪

四
十
五
次

日
光
道
中
・
・
千
住
～
鉢
石

二
十
一
次

奥
州
道
中
・
・
白
沢
～
白
河

十
次

幕
府
は
万
治
元
年(

一
六
五
九
年)
に
、
道
中
奉
行
を

置
き
、
三
海
道
を
後
日
～
道
中
と
改
名
し
、
街
道
の
整

備
、
改
良
、
関
所
、
架
橋
、
渡
船
、
並
木
、
一
理
塚
、

宿
駅
、
助
郷
、
人
馬
等
の
管
理
監
督
を
行
っ
た
。

昔
は
、
参
勤
交
代
の
公
用
で
、
大
体
一
日
平
均
十
里

(

四
十
㌔
㍍)

が
標
準
だ
っ
た
よ
う
だ
。
東
海
道(

江
戸
日

本
橋
～
京
都
三
条
大
橋)

が
百
二
十
五
里(

四
百
九
十
㌔
㍍)

で
十
二
日
間
、
中
山
道(

江
戸
日
本
橋
～
京
都
草
津)

が
百

二
十
九
里(

五
百
七
㌔
㍍)

で
十
四
日
掛
け
て
い
た
よ
う
だ
。

Ｏ
Ｎ
さ
ん
の
場
合
は
そ
れ
こ
そ
、
名
所
、
旧
跡

神
社
、

仏
閣
を
ゆ
っ
く
り
廻
り
、
写
真
に
残
す
気
儘
な
旅
で
あ

る
。
一
日
に
歩
く
距
離
は
、
二
十
㌔
㍍
程
で
あ
る
と
記

し
て
い
る
。
当
時
、
一
般
旅
行
者
の
観
光
旅
行
の
場
合
が

倍
の
時
間
、
一
日
五
里(

二
十
㌔
㍍)

で
あ
っ
た
と
い
う

か
ら
、
昔
同
様
に
五
街
道
を
楽
し
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。
ネ
ッ

ト
で
検
索
し
て
み
る
と
、
徒
歩
で
五
街
道
踏
破
の
猛
者
は

日
本
に
未
だ
数
名
い
る
よ
う
だ
が
、
詳
細
な
紀
行
文
の
点

で
、
Ｏ
Ｎ
さ
ん
の
右
に
出
る
人
は
お
る
ま
い
と
思
う
。

調
べ
て
み
る
と
現
代
の
紀
行
文
に
も
、
写
真
で
な
く
、

自
筆
の
絵
画
を
添
え
た
も
の
が
あ
る
。
木
曽
福
島
の
画
家
、

亀
子
誠
著
「
中
山
道
め
ぐ
り-

ス
ケ
ッ
チ
・
心
に
の
こ
る
六
十

九
宿
を
描
く-

」(

日
貿
出
版)

は
、
ス
ケ
ッ
チ
百
五
十
点

を
添
え
た
紀
行
文
で
あ
る
。
こ
の
人
は
、
他
に
も
信
州
の

山
々
、
信
濃
札
所
等
の
ス
ケ
ッ
チ
旅
行
を
し
て
い
る
。

私
は
「
武
州
・
千
鳥
が
淵
異
聞
」
、
武
州
を
舞
台
に
し

た
五
十
枚
ほ
ど
の
短
編
を
一
本
執
筆
し
た
。
浦
和
宿
、
上

尾
宿
の
記
述
の
際
に
、
Ｏ
Ｎ
さ
ん
の
本
を
一
部
参
考
に
し

た
。
今
後
更
に
、
大
幅
修
正
の
機
会
あ
れ
ば
、
Ｏ
Ｎ
さ
ん

の
記
述
を
、
参
考
文
献
に
引
用
さ
せ
て
戴
こ
う
と
思
っ
て

い
る
。
私
が
こ
の
手
の
紀
行
文
を
書
く
と
し
た
ら
、
ス
ト
ー

リ
ー
性
を
加
味
し
て
、
長
編
小
説
に
仕
立
て
直
し
た
い
と

思
う
。
Ｏ
Ｎ
さ
ん
と
協
同
執
筆
と
い
う
方
法
も
あ
る
の
で

な
い
か
と
・
・
。
正
に
、
そ
ん
な
楽
し
い
遠
大
な
夢
を
私

に
描
か
せ
て
く
れ
た
の
が
、
Ｏ
Ｎ
さ
ん
の
貴
重
な
体
験
が

一
杯
詰
る
自
費
出
版
の
紀
行
文
で
あ
る
。

こ
う
し
た
紀
行
文
や
随
想
録
は
、
現
代
に
お
い
て
も
沢

山
執
筆
さ
れ
て
い
る
。
旅
に
人
生
を
重
ね
合
わ
せ
て
懐
古

す
る
気
持
ち
は
、
今
も
昔
も
変
ら
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

本
来
街
道
の
文
化
と
は
、
近
代
交
通
手
段
に
頼
ら
な
い
で
、

徒
歩
に
よ
り
発
展
す
る
文
化
な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
了
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執
筆
随
想
録-
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-

平
成
十
七
年
七
月
十
一
日-

Ｏ
Ｎ
さ
ん
の
紀
行
文

た
な
か
踏
基


